
 

令和 5 年度 沖縄渇水対策連絡協議会 

議 事 次 第  

                      ＜進行：建設行政課長＞ 
１．開  会 
 
２．挨  拶               沖縄渇水対策連絡協議会会長 
 
３．議  事  

 （１）水源状況等について 

（イ）降雨見込み等について・・・・・・・・・・・沖縄気象台  資料１  

 

（ロ）国管理ダムの水源状況及び雨水の流出状況について 

               ・・沖縄総合事務局北部ダム統合管理事務所  資料２  

 

（ハ）最近の水事情及び水需要の動向について 

・・・・・・・・・沖縄県企業局  資料３  

 

 （２）節水広報の強化について・・・・・・・・・・・事務局   資料４  

 

 （３）その他  

 

 

４．閉  会 

R6.2.27（火） 15：30～17：00  

那覇第 2 地方合同庁舎２号館 災害対策室 
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沖縄地方　１か月予報
（２月２４日から３月２３日までの天候見通し）

令和６年２月２２日
沖縄気象台発表

＜特に注意を要する事項＞
　期間の前半は、降水量の少ない状態が続く所があるでしょう。

＜予想される向こう１か月の天候＞
　向こう１か月の出現の可能性が最も大きい天候と、特徴のある気温、降水量等の確率は以下のとおりで
す。
　天気は数日の周期で変わりますが、平年に比べ曇りや雨の日が多いでしょう。
　向こう１か月の日照時間は、少ない確率５０％です。
　週別の気温は、１週目は、平年並の確率５０％です。２週目は、平年並または低い確率ともに４０％で
す。３～４週目は、平年並または高い確率ともに４０％です。

＜向こう１か月の気温、降水量、日照時間の各階級の確率（％）＞

［気　温］ 沖縄地方 30 40 30

［降 水 量］ 沖縄地方 30 30 40

［日照時間］ 沖縄地方 50 30 20

低い(少ない) 平年並 高い(多い)

＜気温経過の各階級の確率（％）＞

［１週目］ 沖縄地方 30 50 20

［２週目］ 沖縄地方 40 40 20

［３～４週目］ 沖縄地方 20 40 40

低い 平年並 高い

＜予報の対象期間＞
１か月　　　：　２月２４日（土）～　３月２３日（土）
１週目　　　：　２月２４日（土）～　３月　１日（金）
２週目　　　：　３月　２日（土）～　３月　８日（金）
３～４週目　：　３月　９日（土）～　３月２２日（金）

＜次回発表予定等＞
１か月予報：毎週木曜日　１４時３０分　次回は２月２９日
３か月予報：３月１９日（火）　１４時
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＜参考資料（平年並の範囲等）＞
（１）30 年平均値（向こう１か月の平均気温、降水量、日照時間と１週目、２週目、３～４週目の平均気温）

気　温
(℃)

降 水 量
(mm)

日照時間
(時間)

気　温(℃)
１週目 ２週目 ３～４週目

那覇
名護
久米島
南大東島
宮古島
石垣島
西表島
与那国島

18.7
18.0
18.5
19.1
19.7
20.6
19.9
20.1

129.0
119.8
170.4
78.7
133.6
134.5
150.7
164.0

103.9
101.7
95.3
138.4
104.3
106.8
97.3
78.9

18.2
17.5
18.0
18.7
19.2
20.0
19.4
19.5

18.3
17.6
18.1
18.8
19.3
20.1
19.5
19.7

19.1
18.5
19.0
19.4
20.1
21.0
20.3
20.6

なお、気温、降水量、日照時間の「平年並」の範囲は、地点ごとに幾分違いはありますが、下に示した地域平均の「平年並」の
範囲を参考にしてください。

（２）1991～2020 年のデータに基づいた向こう１か月地域平均の気温、降水量、日照時間の平年差（比）の「平年並」の範囲は
次のとおりです。

気温平年差(℃) 降水量平年比(%) 日照時間平年比(%)
沖縄地方 -0.3～+0.6 83～116 87～106

（３）この予報期間の１週目、２週目、３～４週目の地域平均の気温平年差の「平年並」の範囲は次のとおりです。
１週目 ２週目 ３～４週目

沖縄地方 -0.7～+0.9 -0.8～+0.8 -0.3～+0.5

＜参考資料（利用上の注意）＞
（１）気温（降水量）等は、「低い（少ない）」「平年並」「高い（多い）」の３つの階級で予報します。階級の幅は、1991～2020
年の 30 年間における各階級の出現率が等分（それぞれ３３％）となるように決めてあります（気候的出現率と呼びます）。
（２）予報する確率の数値は、それぞれの階級が出現する可能性の大きさを表しています。予測資料の信頼性が大きい場合には
気候的出現率から大きく隔たった１０％以下や６０％以上の確率を付けられますが、特定の階級を強調できない場合には気候的
出現率と同じかそれと同程度（３０％、４０％）の確率しか付けられません。
（３）晴れや雨などの天気日数は、平年の日数よりも多い（少ない）場合は「平年に比べて多い（少ない）」、また平年の日数と
同程度に多い（少ない）場合には「平年と同様に多い（少ない）」と表現します。なお、単に多い（少ない）と表現した場合に
は対象期間の２分の１より多い（少ない）ことを意味します。
（４）沖縄地方における気象要素の地域平均平年差（比）は、那覇、名護、久米島、宮古島、石垣島、西表島及び与那国島にお
ける気象要素の平年差（比）を７地点平均することにより算出しています。
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沖縄地方　３か月予報
（３月から５月までの天候見通し）

令和６年２月２０日
沖縄気象台発表

＜予想される向こう３か月の天候＞
　向こう３か月の出現の可能性が最も大きい天候と、特徴のある気温、降水量等の確率は以下のとおりで
す。
　この期間の平均気温は、高い確率５０％です。降水量は、平年並または多い確率ともに４０％です。

３月　天気は数日の周期で変わり、平年と同様に曇りや雨の日が多いでしょう。
　降水量は、平年並または多い確率ともに４０％です。

４月　天気は数日の周期で変わるでしょう。
　気温は、高い確率５０％です。

５月　平年に比べ曇りや雨の日が多いでしょう。
　気温は、高い確率５０％です。降水量は、平年並または多い確率ともに４０％です。

＜向こう３か月の気温、降水量の各階級の確率（％）＞

＜＜気温＞＞

［沖縄地方］
３か月 20 30 50

３月　 30 30 40

４月　 20 30 50

５月　 20 30 50

低い 平年並 高い

＜＜降水量＞＞

［沖縄地方］
３か月 20 40 40

３月　 20 40 40

４月　 30 30 40

５月　 20 40 40

少ない 平年並 多い

＜次回発表予定等＞
１か月予報：毎週木曜日　１４時３０分　次回は２月２２日
３か月予報：３月１９日（火）　１４時
　なお、３月の予報については、新しい資料による次回以降の１か月予報を適宜ご利用ください。
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＜参考資料（平年並の範囲等）＞
（１）平年値（月・３か月平均気温、降水量）

気　温(℃) 降　水　量(mm) 日照時間(時間)
３月 ４月 ５月 ３月～５月 ３月 ４月 ５月 ３月～５月 ３月 ４月 ５月 ３月～５月

那覇
名護
久米島
南大東島
宮古島
石垣島
西表島
与那国島

19.1
18.5
19.0
19.5
20.1
20.9
20.2
20.5

21.5
20.9
21.5
21.6
22.5
23.4
22.8
23.0

24.2
23.8
24.2
24.1
25.0
25.9
25.5
25.4

21.6
21.1
21.6
21.7
22.5
23.4
22.8
23.0

142.8
140.8
195.5
84.2
138.7
134.4
147.3
163.7

161.0
160.8
196.8
113.6
148.7
146.9
157.3
153.0

245.3
220.1
260.3
222.0
222.3
190.7
175.6
207.3

549.0
521.6
652.6
419.7
509.7
472.0
480.2
524.0

115.3
112.6
107.6
154.0
116.0
118.1
107.1
88.1

120.9
121.3
118.4
152.8
122.9
130.3
124.3
104.7

138.2
136.7
136.2
171.0
149.3
164.3
165.8
142.3

374.4
370.5
362.3
477.7
388.1
412.7
397.2
329.3

欠測により平年値を求めるための資料年数（観測値のある年数）が各月毎に異なることなどにより、３か月平年値等が各月の平
年値から求めた値と一致しないことがあります。

（２）1991～2020 年のデータに基づいたこの予報期間の地域平均の気温、降水量の平年差（比）の「平年並」の範囲は次のとお
りです。

要　素 予報対象地域 ３月 ４月 ５月 ３月～５月
気温平年差(℃) 沖縄地方 -0.5～+0.6 -0.3～+0.3 -0.3～+0.2 -0.3～+0.3
降水量平年比(%) 沖縄地方 84～121 84～110 73～112 92～112
日照時間平年比(%) 沖縄地方 88～109 89～111 84～107 91～102

（３）接近する台風の平年値
３月 ４月 ５月

沖縄地方 0.0 0.0 0.4

＜参考資料（利用上の注意）＞
（１）気温（降水量）等は、「低い（少ない）」「平年並」「高い（多い）」の３つの階級で予報します。階級の幅は、1991～2020
年の 30 年間における各階級の出現率が等分（それぞれ３３％）となるように決めてあります（気候的出現率と呼びます）。
（２）予報する確率の数値は、それぞれの階級が出現する可能性の大きさを表しています。予測資料の信頼性が大きい場合には
気候的出現率から大きく隔たった１０％以下や６０％以上の確率を付けられますが、特定の階級を強調できない場合には気候的
出現率と同じかそれと同程度（３０％、４０％）の確率しか付けられません。
（３）晴れや雨などの天気日数は、平年の日数よりも多い（少ない）場合は「平年に比べて多い（少ない）」、また平年の日数と
同程度に多い（少ない）場合には「平年と同様に多い（少ない）」と表現します。なお、単に多い（少ない）と表現した場合に
は対象期間の２分の１より多い（少ない）ことを意味します。
（４）沖縄地方における気象要素の地域平均平年差（比）は、那覇、名護、久米島、宮古島、石垣島、西表島及び与那国島にお
ける気象要素の平年差（比）を７地点平均することにより算出しています。
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沖縄地方　暖候期予報
（３月から８月までの天候見通し）

令和６年２月２０日
沖縄気象台発表

＜予想される夏（６月から８月）の天候＞
　夏（６月から８月）の出現の可能性が最も大きい天候と、特徴のある気温、降水量等の確率は以下のと
おりです。
　５月から６月は平年に比べ曇りや雨の日が多いでしょう。その後は、平年と同様に晴れの日が多いでし
ょう。
　この期間の平均気温は、高い確率７０％です。梅雨の時期（５月から６月）の降水量は、平年並または
多い確率ともに４０％です。
　なお、５月までの予報については、最新の３か月予報等をご覧ください。

＜夏（６月から８月）の気温、降水量の各階級の確率（％）＞

［気　温］ 沖縄地方 10 20 70

［降 水 量］ 沖縄地方 30 40 30

低い(少ない) 平年並 高い(多い)

＜梅雨の時期（５月から６月）の降水量の各階級の確率（％）＞

［降 水 量］ 沖縄地方 20 40 40

少ない 平年並 多い

＜次回発表予定等＞
１か月予報：毎週木曜日　１４時３０分　次回は２月２２日
３か月予報：３月１９日（火）　１４時
　暖候期予報については、３月と４月の３か月予報［３月１９日と４月２３日に発表予定］に合わせて予
報内容を再検討し、変更がある場合には修正発表します。また、５月の３か月予報発表以降、夏の予報に
ついては、最新の３か月予報等をご利用ください。
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＜参考資料（平年並の範囲等）＞
（１）平年値（月・３か月平均気温、降水量、梅雨の時期（５～６月）の降水量）

気　温(℃) 降　水　量(mm)
６月 ７月 ８月 ６月～８月 ６月 ７月 ８月 ６月～８月 梅雨の時期

那覇
名護
久米島
南大東島
宮古島
石垣島
西表島
与那国島

27.2
26.9
27.2
26.9
27.7
28.4
27.8
27.9

29.1
28.9
29.0
28.7
28.9
29.6
28.9
28.9

29.0
28.8
28.9
28.6
28.6
29.4
28.5
28.7

28.4
28.2
28.4
28.1
28.4
29.1
28.4
28.5

284.4
291.7
307.4
199.6
194.7
208.2
186.3
162.3

188.1
182.6
154.4
118.0
151.6
142.3
128.8
125.3

240.0
265.9
197.7
151.1
257.4
249.8
282.0
213.0

712.4
740.2
659.5
468.7
603.6
600.2
597.2
500.7

529.7
511.8
567.7
421.6
417.0
398.9
361.9
369.6

欠測により平年値を求めるための資料年数（観測値のある年数）が各月毎に異なることなどにより、３か月平年値等が各月の平
年値から求めた値と一致しないことがあります。

（２）1991～2020 年のデータに基づいた６～８月地域平均の気温、降水量の平年差（比）の「平年並」の範囲は次のとおりで
す。

要　素 予報対象地域 ６月 ７月 ８月 ６月～８月
気温平年差(℃) 沖縄地方 -0.2～+0.1 +0.0～+0.2 -0.2～+0.1 -0.1～+0.1
降水量平年比(%) 沖縄地方 76～121 68～120 68～112 82～115

（３）1991～2020 年のデータに基づいた梅雨の時期（５～６月）地域平均の降水量の平年比の「平年並」の範囲は次のとおりで
す。

要　素 予報対象地域 梅雨の時期
降水量平年比(%) 沖縄地方 82～110

（４）梅雨時期前後における各地の平年の気象経過
旬降水量 ４月 ５月 ６月 ７月
平年値
(mm)

　
上旬

　
中旬

　
下旬

　
上旬

　
中旬

　
下旬

　
上旬

　
中旬

　
下旬

　
上旬

　
中旬

　
下旬

那覇
名護
久米島
南大東島
宮古島
石垣島
西表島
与那国島

48.2
51.3
64.3
32.9
41.6
44.2
49.8
48.1

59.5
58.8
76.0
48.5
58.6
52.3
60.0
61.2

53.2
50.7
56.5
32.2
48.6
50.4
47.5
45.8

57.5
59.1
61.9
39.7
61.5
46.0
46.8
48.3

90.2
72.9
91.2
63.6
72.1
65.5
57.6
79.6

97.6
88.1
107.2
118.8
88.8
79.2
71.2
79.4

101.1
90.0
118.1
97.1
102.4
101.2
74.9
65.7

137.6
147.5
149.7
87.5
64.3
84.0
71.8
63.5

45.7
54.1
39.6
15.0
28.0
23.0
39.6
33.5

74.1
70.4
72.7
27.2
60.6
44.9
41.8
33.1

52.8
52.4
30.6
36.9
43.3
43.2
45.3
38.8

61.1
59.8
51.1
53.9
47.7
54.2
41.8
53.4

旬日照時間 ４月 ５月 ６月 ７月
平年値

(h)
　
上旬

　
中旬

　
下旬

　
上旬

　
中旬

　
下旬

　
上旬

　
中旬

　
下旬

　
上旬

　
中旬

　
下旬

那覇
名護
久米島
南大東島
宮古島
石垣島
西表島
与那国島

39.4
39.3
38.1
51.7
38.5
41.0
38.0
31.6

41.3
42.9
41.3
53.6
42.2
44.2
43.7
37.1

40.2
39.1
39.1
48.2
42.2
45.1
42.6
37.3

43.7
43.4
43.1
61.8
45.7
48.8
49.5
40.8

45.2
45.5
44.9
53.7
47.3
54.5
54.7
47.7

49.3
47.8
48.3
54.9
56.3
61.0
61.6
53.8

41.9
40.7
42.6
56.8
53.4
58.9
58.6
51.3

47.1
44.2
45.0
65.5
55.0
60.0
55.4
50.7

70.5
67.7
71.3
96.9
84.7
92.5
89.7
81.4

72.1
73.7
76.2
95.6
79.0
84.4
82.1
80.3

75.2
78.9
85.2
89.8
81.5
87.9
84.9
86.1

79.7
83.1
88.9
93.4
81.6
88.8
89.2
91.5

（５）接近する台風の平年値
６月 ７月 ８月

沖縄地方 0.6 1.5 2.2
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＜参考資料（利用上の注意）＞
（１）気温（降水量）等は、「低い（少ない）」「平年並」「高い（多い）」の３つの階級で予報します。階級の幅は、1991～2020
年の 30 年間における各階級の出現率が等分（それぞれ３３％）となるように決めてあります（気候的出現率と呼びます）。
（２）予報する確率の数値は、それぞれの階級が出現する可能性の大きさを表しています。予測資料の信頼性が大きい場合には
気候的出現率から大きく隔たった１０％以下や６０％以上の確率を付けられますが、特定の階級を強調できない場合には気候的
出現率と同じかそれと同程度（３０％、４０％）の確率しか付けられません。
（３）晴れや雨などの天気日数は、平年の日数よりも多い（少ない）場合は「平年に比べて多い（少ない）」、また平年の日数と
同程度に多い（少ない）場合には「平年と同様に多い（少ない）」と表現します。なお、単に多い（少ない）と表現した場合に
は対象期間の２分の１より多い（少ない）ことを意味します。
（４）沖縄地方における気象要素の地域平均平年差（比）は、那覇、名護、久米島、宮古島、石垣島、西表島及び与那国島にお
ける気象要素の平年差（比）を７地点平均することにより算出しています。
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沖縄本島地方 市町村選択

一覧へ

少雨に関する沖縄本島地方気象情報　第1号

2024年02月22日11時15分　沖縄気象台発表

　沖縄本島地方では、令和５年９月頃から降水量の少ない状態が続いていま
す。この状態は、今後２週間程度は続く見込みです。農作物や水の管理等に十
分に注意してください。

　沖縄本島地方では、令和５年９月頃から台風や低気圧及び前線の影響を受け
にくかったため降水量が少なく、平年の半分以下となっている所もあります。
　向こう２週間程度は、雨の降る日もありますが、これまでの少雨を解消する
ような、まとまった雨の降る可能性は小さい見込みです。
　農作物や水の管理等に十分に注意してください。

　降水量（９月１日から２月２１日まで）（速報値）
　（気象官署及び特別地域気象観測所）
　　　　　　　　　　　降水量（ミリ）平年値（ミリ）　　平年比（％）
那覇　　　　　　　　　　５９５．０　　８６４．２　　　　　　６９
名護　　　　　　　　　　３５８．５　　８２６．９　　　　　　４３
久米島　　　　　　　　　４９２．０　　８８８．５　　　　　　５５

　降水量（９月１日から２月２１日まで）（速報値）
　（アメダス）
　　　　　　　　　　　降水量（ミリ）平年値（ミリ）　　平年比（％）
伊是名　　　　　　　　　３２２．０　　６７８．１　　　　　　４７
奥　　　　　　　　　　　５５０．０　１１０６．５　　　　　　５０
国頭　　　　　　　　　　４９５．０　　９８８．２　　　　　　５０
本部　　　　　　　　　　４５５．５　　８５４．７　　　　　　５３
東　　　　　　　　　　　４２８．５　　８７０．４　　　　　　４９
粟国　　　　　　　　　　３６２．０　　７１６．６　　　　　　５１
読谷　　　　　　　　　　３９２．５　　７３４．１　　　　　　５３
北原　　　　　　　　　　２９６．５）　７５７．８　　　　　　３９
渡名喜　　　　　　　　　３８９．５　　　　　／／　　　　　　／／
胡屋　　　　　　　　　　４２２．０　　８５７．８　　　　　　４９
宮城島　　　　　　　　　４３１．０　　７７８．０　　　　　　５５
渡嘉敷　　　　　　　　　４４４．５　　８７５．０　　　　　　５１
安次嶺　　　　　　　　　４３６．０　　６８９．４　　　　　　６３
糸数　　　　　　　　　　５３５．０　　８１５．３　　　　　　６６
（記号の説明）
）：欠測を含みます。
／／：期間の不足等の理由により、統計値がありません。

　今後の気象情報等に留意してください。

▼ 気象情報の説明を表示する

気象情報
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雨水の流出状況及び国管理ダムの水源状況について 

（北部ダム統合管理事務所） 

資料２ 
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

北部ダム統合管理事務所 国管理9ダム貯水量グラフ

平成26年

平成27年

平成28年

平成29年

平成30年

平成31年令和元年

令和２年

令和３年

令和４年

令和５年

令和６年

平均貯水量（H26～R5）

（国９ダム利水容量：105,260千m3）

令和6年2月26日現在
貯水量（千m3）

※平均貯水量は、過去１０年間（平成26年～令和5年）の各年貯水率を平均し、全利水容量（105,260千m3）を乗じて算出。

※平成26年4月から金武ダム管理開始

R6.1.13 海淡施設フル稼働 R6.1.16 渇対協開催 R6.2.8 渇対協開催 R6.2.11 中部水源（嘉手納井戸群・天願川）取水再開

http://www.dc.ogb.go.jp/toukan/library/chosui.html

105,260

令和6年2月26日現在

(47,162千m3 44.8%)

H30.6.14 ９ダム管理としては、過去最低

貯水量45,327千m3 貯水率43.1%
A

Ｂ

A B

C

D

C D
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0
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900

令和６年

令和５年

平年値(㎜)（Ｈ26～Ｒ5）

【令和６年】 国管理９ダム 月別流域平均雨量

26%

（mm） 平年比%

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

37%

令和6年2月26日現在

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 年合計
令和６年 32 51 83
令和５年 73 122 212 193 119 409 95 750 137 75 54 191 2,430
令和４年 210 217 307 67 610 606 366 126 306 214 224 301 3,554
令和３年 224 207 160 190 218 559 335 178 165 190 133 97 2,656
令和２年 90 39 158 75 410 369 239 481 382 157 29 241 2,670
平成31年 56 158 193 199 202 762 153 339 489 127 165 155 2,998
平成30年 121 112 119 243 94 499 260 267 341 292 122 200 2,670
平成29年 100 134 120 90 326 670 33 72 195 227 136 79 2,182
平成28年 268 133 236 333 144 306 123 222 286 117 118 65 2,351
平成27年 29 51 88 152 288 93 567 233 65 157 105 119 1,947
平成26年 67 193 204 97 390 469 434 336 147 446 93 113 2,989

平年値(㎜)（Ｈ26～Ｒ5） 124 137 180 164 280 474 261 300 251 200 118 156 2,645
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貯水率１００％ 
(平成１７年７月)  

貯水率 ４５．３％   （令和６年２月２２日） 
NWL 下   ４．１５ｍ 

 

  
貯水率１００％ 
（平成１７年７月） 

貯水率 ２０．１％   （令和６年２月２２日） 
NWL 下   ５．１３ｍ 

  

  
貯水率１００％ 
（平成１７年１０月） 

貯水率  ５５．６％   （令和６年２月２２日） 
NWL 下１０．５２ｍ 

※貯水率は令和６年２月２２日 ０時現在の数値を示す。 
NWL 下は常時満水位から現在の貯水位との差を示す。 

【令和６年２月２２日時点】国管理９ダム貯水池状況 

辺野喜ダム 
【利水容量１,６００千㎥】 

安波ダム 
【利水容量１２,６００千㎥】 

普久川ダム 
【利水容量９５０千㎥】 

17



  
貯水率１００％ 

(平成２８年４月) 

貯水率７.２％    （令和６年２月２２日） 
NWL 下７.１８ｍ 

  

 

 
貯水率１００％ 

(平成１９年７月) 

貯水率３８．７％    （令和６年２月２２日） 
NWL 下１５．６１ｍ 

 

  
貯水率１００％ 

(令和４年８月) 

貯水率３２.８％    （令和６年２月２２日） 
NWL 下１９.０７ｍ 
※過去最低貯水率３９．３％（H30.4.11）を更新中 

※貯水率は令和６年２月２２日 ０時現在の数値を示す。 
NWL 下は常時満水位から現在の貯水位との差を示す。 

新川ダム 
【利水容量６００千㎥】 

福地ダム 
【利水容量４４,７００千㎥】 

大保ダム 
【利水容量１７,２００千㎥】 

【令和６年２月２２日時点】国管理９ダム貯水池状況 
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貯水率１００％ 
(令和２年７月) 

貯水率７３．８％    （令和６年２月２２日） 
NWL 下４．５９ｍ 

 

  
貯水率１００％ 

(令和４年８月) 

貯水率６６.６％    （令和６年２月２２日） 
NWL 下５．０２ｍ 

 

  
貯水率１００％ 

(平成２７年７月) 

貯水率３３．８％    （令和６年２月２２日） 
NWL 下７．６８ｍ 

※貯水率は令和６年２月２２日 ０時現在の数値を示す。 
NWL 下は常時満水位から現在の貯水位との差を示す。 

 

羽地ダム 
【利水容量１５,６００千㎥】 

漢那ダム 
【利水容量６,６５０千㎥】 

金武ダム 
【利水容量５,３６０千㎥】 

【令和６年２月２２日時点】国管理９ダム貯水池状況 
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９ダム流域平均雨量（ｍｍ）
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9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

雨水の流出状況

H28～H29 H29～H30 R4～R5 R5～R6

※流出状況2月の値は2月20日迄の平均値
※流出状況は月毎の平均雨量とダム流入量
をもとに算出。

※雨水の流出状況とは、ダム流域に降った雨のうち、どれだけがダム湖に流れ込むかを簡易的に示したもの。
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9月

国ダム 河川水
海淡水 その他

10月

国ダム 河川水
海淡水 その他

11月

国ダム 河川水
海淡水 その他

12月

国ダム 河川水
海淡水 その他

1月

国ダム 河川水
海淡水 その他

2月※

国ダム 河川水
海淡水 その他

9月

国ダム 河川水
海淡水 その他

10月

国ダム 河川水
海淡水 その他

11月

国ダム 河川水
海淡水 その他

12月

国ダム 河川水
海淡水 その他

1月

国ダム 河川水
海淡水 その他

2月

国ダム 河川水
海淡水 その他

水源別取水割合（日平均）H29～H30

水源別取水割合（日平均）R5～R6

420

430

440

450

460

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

日平均取水量（千m3）

H28～H29 H29～H30 R4～R5 R5～R6 ※2月の値は2月20日迄の日平均取水量

※2月の値は2月20日迄の水源別取水割合

※
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最近の水事情及び水需要の動向について 

（沖縄県企業局） 

資料３ 
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 令和５年度 沖縄渇水対策連絡協議会 総会  

 

令和６年２月 27 日 

沖 縄 県 企 業 局 

 

最近の水事情と今後の対応方針案について 

 

１ 最近の水事情 

⑴ 企業局水源地における降水状況【別添資料－１】 

昨年の企業局水源地降水量は 1,905.6mm、平年値の 85％であった。 

特に９月以降は雨が少ない傾向にあり、９月から現在（2/26 時点）までの

降水量は 413.7mm で、平年値（905.9mm）の 45.7％であった。 

２月の降水量は 34.7mm で、平年値（116.9mm）の 29.7％であった。 

 

⑵ ダムの貯水率【別添資料－２】 

現在（2/26 時点）のダム貯水率は 44.7％で、平年値を 31.2 ポイント下回っ

ている。 

 

⑶ 配水量の動向【別添資料－３】 

節水広報開始以降（1/16）、配水量は若干減少しているものの、例年同様の

傾向と思われる。 

 

⑷ 今後の見通し 

ア 降水の見通し 

気象庁が発表した１か月予報（2/22 発表）において降水量の見込みは、

平年並みであった。 

例年、11 月から４月末までは雨が少ない時期であり、この時期のダム貯

水率は下降傾向にある。 

降水量が平年並みであった場合、当面、降水によるダム貯水率の回復、維

持は期待できない。 

 

イ 今後のダム貯水率【別添資料－４】 

現状のままでは、近日中にダム貯水率が 44.3％以下、３月上旬には 40％

を下回る見込みで、過去 10 年に発生した渇水（H29,H30）より３か月以上早

く進行している。 

 

 

２ 節水広報の強化について【別添資料－５】 
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 令和５年度 沖縄渇水対策連絡協議会 総会  

３ 今後の対応方針案 

⑴ ダム貯留水温存への取り組み 

○第１対応------海水淡水化センターの運転 

・12/24 から運転開始（５千㎥／日）、1/13 から最大運転（37 千㎥／日） 

○第２対応------嘉手納井戸群、天願川、長田川から取水再開 

＜水源状況＞ 

・嘉手納井戸群------2/11 より取水再開 

・天願川------------同上 

・長田川------------工事中（３月上旬に取水可能となる見込み） 

○第３対応------比謝川から取水再開 

・降水によるダム貯水率の回復・維持は期待できない 

・ダム貯水率が 44.3%（過去 10 年の最低貯水率）以下となる見込み 

・過去 10 年と比較すると、渇水の進行が３か月以上早い 

・上記を踏まえて、取水を再開する方針 

＜水源状況＞ 

・比謝川----------取水準備完了 

 

⑵ 中部水源取水再開時の北谷浄水場原水中 PFOS 等濃度予測について【別添

資料－６】 

全ての中部水源から取水再開した際の北谷浄水場原水の PFOS 等濃度は、

約 26ng/L になると予測している。 

なお、北谷浄水場では高機能活性炭で PFOS 等を吸着処理することから、

浄水中の PFOS 濃度は大幅に低減化できるものと考えている。 

 

＜PFOS 等検査結果（2/19 採水）＞ 

-水源-    -北谷浄水場- 

嘉手納井戸群※ 30ng/L─┬──原水 7ng/L──┬──浄水 <1ng/L 

天願川 45ng/L─┤    │ 

その他水源 ──────┘    │ 

    海水淡水化生産水┘ 
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　項　　目 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
降水量 [mm] 52.9 79.1 156.6 175.9 114.7 330.6 90.2 551.9 113.7 57.5 35.8 146.7 1,905.6

平年比 [%] 49.7 67.7 106.2 108.3 45.6 103.1 47.8 207.6 45.9 30.7 27.1 127.0 85.0

降水量 [mm] 25.3 34.7 60.0

平年比 [%] 23.8 29.7 2.7

106.4 116.9 147.5 162.4 251.4 320.8 188.6 265.8 247.9 187.1 132.1 115.5 2,242.4

52.9 132.0 288.6 464.5 579.2 909.8 1,000.0 1,551.9 1,665.6 1,723.1 1,758.9 1,905.6 -
平年比 [%] 49.7 59.1 77.8 87.1 73.8 82.3 77.3 99.5 92.1 86.4 82.7 85.0 -

25.3 60.0 -
 平年比 [%] 23.8 26.9 -

106.4 223.3 370.8 533.2 784.6 1,105.4 1,294.0 1,559.8 1,807.7 1,994.8 2,126.9 2,242.4 -
※数値は端数処理のため一致しない場合がある。

  注： 0時までの実績令和6年2月26日

　 　　　月
年合計

水
源
地
降
水
量

R5

R6

平年値[mm]

累
　
計

令和5年

令和6年

平年値

　注：水源地降水量は企業局の水源にて福地ダムから比謝川取水ポンプ場までの平均値
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

年度累計mm月降水量mm
企業局水源地降水量

平年値 令和5年 令和6年

平年値累計 令和5年累計 令和6年累計

別添資料-1
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60,000

70,000
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90,000

100,000

110,000

120,000
貯水量（千m3）

沖縄本島・全１１ダム貯水量の推移

H30.6.14
44.3%

平年値：75.9%
●
●

現 在：44.7%
R6.2.26時点

差 ：-31.2%

平年値：77.6%
現 在：51.8%

前回説明会(R6.2.7)

差 ：-25.8%

50%

0
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

降
水

量
（
m

m
） 平年値

平成30年

令和５年

令和６年

（国ダム流域平均雨量） R6.2.26 0時までの雨量

100%  利水容量：112,350千m3

別添資料－２

80%

R5実績

平年値

H30実績

R6実績

－
4
－
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＜節水広報前後の日平均配水量＞ 単位：千ｍ
3

平年値
【H25～R4年度】

（ ａ ）

R5年度
 （ ｂ ）

平年比
（ ｂ／ａ ）

節水広報前
（12/14～1/15）

節水広報後
（1/17～2/18）

　・節水広報開始日　１月16日

配水量の動向

419.5 428.0 102.0%

417.7 425.9 102.0%

419.5 

417.7 

428.0 

425.9 

410

415

420

425

430

435

節水広報前
（12/14～1/15）

節水広報後
（1/17～2/18）

日
平
均
水
量
（
千
㎥
）

平年値 令和５年度

－5－

別添資料－３
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※１　現在の少雨傾向（-0.3～-0.4%/日）が今後も継続することを想定

※２　このグラフのダム貯水率（11ダム）は、ダム貯水量112,350千㎥（水道以外の利水容量含む）から算出しています。
（渇水指標のグラフ（沖縄総合事務局作成）は、上水道のみのダム貯水量（10ダム（83,680千㎥））から算出示した貯水率となっておりますのでご注意ください）

5月3日, 44.9%

2月12日, 59.4%
4月5日, 49.9%

6月14日, 44.3%

2月27日, 75.9%

44.0%

39.8%

29.9%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

110%

H29.1.1 H29.2.1 H29.3.1 H29.4.1 H29.5.1 H29.6.1 H29.7.1 H29.8.1 H29.9.1 H29.10.1 H29.11.1 H29.12.1 H30.1.1 H30.2.1 H30.3.1 H30.4.1 H30.5.1 H30.6.1 H30.7.1

全
11
ダ
ム
貯
水
率

[%
]

今後のダム貯水率

R5貯水率

平年貯水率

H29-30貯水率

R5.3.1

R5.1.1 R5.2.1 R5.3.1 R5.4.1 R5.5.1 R5.6.1 R5.7.1 R5.8.1 R5.9.1 R5.10.1 R5.11.1 R5.12.1 R6.1.1 R6.2.1 R6.3.1 R6.4.1 R6.5.1 R6.6.1 R6.7.1

R5.12.24～R6.1.12 

第1対応（海淡運転（5千㎥／日））

R6.1.13～ 第1対応（海淡フル稼働（37千㎥／日））

R6.2.11～ 第2対応

－
6
－
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節水広報の強化について 

 

○対応済み 

 ・各浄水場での懸垂幕、横断幕、のぼり、ポスターの掲示 

 ・県庁各階でのポスター掲示、過去年度作成チラシ配置 

 ・地域離島課への情報提供 

⇒県広報媒体（うまんちゅひろば、ラジオ県民室、美ら島沖縄など）は地域・離島課にて広報課と

調整し対応している。 

 ・企業局 HP 特設ページ開設 

 ・局職員希望者のメール署名に節水広報バナー画像を使用 

 ・新聞広告掲載（沖縄タイムス、テレビ欄右上枠） 

２月 8 日（広告代理店の厚意により実施のため不定期、次回は３月以降） 

 ・新規グッズの発注 

  （チラシ、ポスター、ポケットティッシュ、横断幕、車用マグネットステッカー） 

 ・企業局 HP に特設バナー設置 

 ・県庁舎手洗い水量調整 ２月 15 日管財課対応 

 

○今後対応予定 

県庁１階県民ホールにのぼり設置 ２月下旬～ 

節水広報グッズ作成 

 チラシ、ポケットティッシュ、横断幕、車用マグネットステッカー 

 車用マグネットステッカーは企業局公用車に貼付予定 

2 月下旬～ 

３月上旬完成予定 

パレットくもじ前広場及び付近歩道での街頭キャンペーン 

 企業局節水広報グッズ（チラシ、ポケットティッシュ）を配布 

３月上旬 

局 HP トップ画面に節水呼びかけポップアップ（ダム貯水率の推移）を設置 ３月上旬 

（調整中） 

 

 

－7－
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1-1
（R5年12月24日～）

1-2
（R6年1月11日～）

第３対応

北部河川等 － 150 145 113 104.1 93.1 81.1 75.1

（100%） （97%） （75%） （69%） （62%） （54%） （50%）

海水淡水化センター － － 5 37 37 37 37 37

（3%） （25%） （25%） （25%） （25%） （25%）

嘉手納井戸群　
※1 42 － － － 8.9 8.9 8.9 8.9

（6%） （6%） （6%） （6%）

天願川 43 － － － － 11 11 11

（7%） （7%） （7%）

比謝川 169 － － － － － 12 12

（8%） （8%）

長田川　
※2 8 － － － － － － 6

（4%）

取水量　計 150 150 150 150 150 150 150

取水量（海淡除く）　計 145 113 113 113 113 113

PFOS等（原水） <1.0ng/L <1.0ng/L <1.0ng/L 3.3 ng/L 7.5 ng/L 25.4 ng/L 25.9 ng/L

硬度（浄水） 44 mg/L 43 mg/L 34 mg/L 50 mg/L 66 mg/L 81 mg/L 89 mg/L

※１　嘉手納井戸群は、Ｒ６年３月まで道路改良工事に伴う導水管移設工事により硬度低減化施設に導水できないため、当面は倉敷導水管から北谷浄水場に導水する。

※２　長田川取水ポンプ場は、取水堰工事のため、R６年２月末まで取水できない。（３月上旬に取水可能となる見込み）

※３　水質予測に用いる水量は、150千m3／日で試算した。

現状

北谷浄水場
水質予測

直近の
PFOS等平均濃度

（ng/L）

5

中部水源取水再開時の北谷浄水場原水中PFOS等濃度予測

取水
順位

水源

4

2

3

1

第１対応 第２対応
（R6年2月11日～）

通常

取水段階　（上段：取水量（千ｍ３／日）、下段：取水割合）

※3

－
8
－
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節水広報の強化について 

（ 事 務 局 ） 
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節水広報の強化について 

 

●ダム貯水が改善する程度の降雨は余り見込めず、海水淡水化施設

についても最大出力で稼働中。現時点で未取水の比謝川、⾧田川か

ら取水再開した場合も量的に限りがあるため大幅な改善は見込め

ない。降雨が見込める梅雨入りまでの節水を強化する必要がある。 

●すでに節水呼びかけに Line を活用したり、学校などでも節水を呼

び掛けるなど、広報手段や広報機会を増やし広報の強化に取り組

んでいる。今後、さらに道路の電光掲示板を利用するなど広報手段

や広報機会を増やして広報の強化に努める。 

●また、給水制限に備えた課題を整理するなど渇水対策協議会メン

バーで情報交換しながら作業を進めており、今後は SNS などを通

してそういった取り組みも発信することで節水の意識向上を図る

よう努める。 
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今後の沖縄渇水対策連絡協議会の 
活動について 

 

○今後も降雨量が少なく、11 ダムを運用開始した平成

26 年４月以降で過去最低貯水率の 44.3%を更新する

場合は、そのタイミングで協議会を開催する。 

 ※仮に、現状の水位低下傾向が継続するとした場合、

２月下旬ごろ。 

〇中部水源からの取水を開始するタイミングで協議会を

開催する。 

○給水制限を視野に入れることを決定するタイミングで

協議会を開催する。 

○給水制限を行うことを決定するタイミングで協議会

を開催する。 

（参考：R6.1.16協議会資料に加筆）

→前回（R6.2.8開催）

→今回（R6.2.27開催）
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10ダム合計貯水率(%)
渇水の状況・期間 調整の内容と目安

河川管理者
ダム管理者

水道・工業用水事業者
（沖縄県企業局）

かんがい事業者 県民・事業者
期別

7
月
～
１1
月

12
月

1
月

2
月
3
月

4
月
～
5
月

6
月

10ダム水道容量
83,680千m3

100

～
50

100

～
45

100

～
40

100

～
35

100

～
30

100

～
25

100

～
40

50
～
45

45
～
40

40
～
35

35
～
30

30
～
25

25
～
20

40
～
35

45
～
35

40
～
30

35
～
25

30
～
25

25
～
20

20
～
15

35
～
30

35
～
10

30
～
10

25
～
10

25
～
10

20
～
10

15
～
10

30
～
10

10
～
0

10
～
0

10
～
0

10
～
0

10
～
0

10
～
0

10
～
0

渇

水

傾

向

【適正な河川管理】 【平時からの適正な施設管理】 【平時からの適正な施設管理】 【平時からの行動】

【渇水対策の強化】

・適正な利水補給、河川環境の確認

・気象情報等の収集
・ダム貯水率、河川水位の監視

◆関係機関等への節水広報

【渇水対策の実施】

■未利用水の渇水調整
（未利用工水→上水）
■未利用水の渇水調整
（未利用農水→上水）

・給水制限に備えた体制整備
・農家への節水呼びかけの強化

・取水・送配水施設の点検・整備
・施設等の水回りの整備・点検
・漏水の監視

・気象情報の収集
・水源状況の監視
■海水淡水化の増量検討開始
◆海水淡水化の増量開始
◆市町村等の受水団体への情報
提供と節水呼びかけ

【渇水対策の推進】

【渇水対策の強化】

貯水率が減少傾向にあり、
自主的に節水を強化して
いる状況

貯水率の減少が進行し、
段階的に水利用の制限を
行っている状況

【事前行動：広報・対策検討】

・気象情報等の収集
・水源状況の監視

◆農家等の関係利水者への情報
提供と節水呼びかけ

・取水・送配水施設の点検・整備
・施設等の水回りの整備・点検
・漏水の監視

貯水率が概ねゼロ又はゼ
ロの状況

貯水率の減少が更に進行
し、段階的に水利用の制
限を強化している状況

【渇水対策の強化】 【渇水対策の強化】

沖縄本島事前渇水行動計画（渇水対応タイムライン）

渇水対策連絡協議会

※節水広報
※海水淡水化の増量検討

【渇水対策の実施】 【自治体情報の確認】

◆一般家庭・事業所での節水
・雨水利用や自己水源等の有効活
用
・漏水や無駄水の監視

※取水制限の強化検討
※未利用水源の活用

◆隔日24時間給水
※取水制限40％相当

※取水制限の継続実施
※県外からの応援給水受
入対応検討

◇未利用水活用の情報を受理
（未利用農水→上水）

【渇水対策の推進】

【渇水対策の強化】

【渇水対策の強化】

上記対応のさらなる強化
・受益団体との調整強化 など

【節水の強化】

【節水の強化】

【節水の強化】

上記対応のさらなる強化
・最低限の水利用 など

【渇水対策の実施】

■未利用水の渇水調整
■ダムの操作に関する調整

■未利用水の渇水調整受理

・給水制限に備えた生活スタイル、
社会経済活動への対応準備

◆夜間8時間断水
※取水制限20％相当

・給水制限に備えた体制整備
・住民・事業者への節水呼びかけ
の強化

上記対応のさらなる強化
・渇水被害等の情報収集 など

【渇水対策の推進】

・給水制限に備えた体制整備
・受益団体との調整強化

・給水制限に備えた体制整備
・受水団体との調整

■応援給水受入検討開始
（沖縄県水道担当部局と協働）

・渇水被害情報等の収集

渇水対策連絡協議会

※未利用水源の活用検討
※夜間8時間断水の検討

渇水対策連絡協議会

渇水対策連絡協議会

◆県外からの応援給水

【事前行動：広報・対策検討】【事前行動：広報・対策検討】

※貯水率は概ねの目安

【情報収集】

・利水者間での情報共有

10日～
2週間程度

2週間程度

3週間程度

※上記計画については、渇水調整時点の水源運用状況により変更もある。また、実際の渇水調整及び具体的な対応は、既存の渇水調整協議会で決定される。

◆節水推進
・水源情報や節水広報の確認

◆節水推進
・自治体情報の確認

◆節水強化
・再生水や雨水利用等の促進
・飲料水の備蓄
・ホテル利用者、観光客等への節
水呼びかけと情報提供の推進

◆節水強化
・事業所の営業時間変更 など

水不足が予見される段階

水不足の段階

深刻な水不足の段階

危機的な水不足の段階

貯水率低下

平時

・給水制限に備えた体制整備（準
備）

◆県外からの応援給水受入
（沖縄県水道担当部局と協働）

◆未利用水の渇水調整承認に伴う
取水開始

・給水制限に備えた体制整備（準
備）

◆未利用水の渇水調整承認

・渇水被害情報等の収集

渇水対策連絡協議会

渇水対策連絡協議会
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